
横浜緑園キリスト教会

2023年5月7日㈰「教会堂奉献34周年記念礼拝」 
『この岩の上に“わたしの教会”を建てる！』（要約） 

マタイの福音書 16章15節~19節 
（今週の聖句）「あなたはペテロです。わたしはこの岩の上に、わたしの教会を 
建てます。よみの門もそれに打ち勝つことはできません。」マタイ 16:18 

・説教後賛美：讃美歌21‒390番「主は教会の基となり」 
‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒̶̶‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒ 
「二俣川キリスト教会」開拓；1964年9月(保土ヶ谷区二俣川2-22 二軒長屋/借家)。 
1970年10月献堂式(旭区二俣川2-44)。 
1988年4月、宗教法人「二俣川キリスト教会」取得。 
同年11月、宗教法人「横浜緑園キリスト教会」名称変更(緑園都市移転に伴い)。 
「二俣川キリスト教会いずみ野集会」開所；1984年4月~1989年4月(戸塚区新橋町999 横山荘1F/借家)。 
「二俣川キリスト教会(伝道所)」開所；1989年5月(旭区さちが丘9、借家。1991.4月二俣川1-67 第2杉山
荘/借家へ移転)。 

「横浜緑園キリスト教会」新教会堂奉献式；1989年5月(泉区緑園2-19-11)。 
‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒̶̶‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒ 

序 
主イエスはペテロの信仰の告白－「あ

なたは、生ける神の子キリストです」を
受けて「この岩の上に…」と語ります。 

【1】「わたしの教会」(「ｴｸﾚｼｱ」) 
「わたしの教会(ｴｸﾚｼｱ)」－「エクレシ

ア」という言葉は、当時、人々の集団と
か、都市国家(ポリス)の議会など一般に使
われていた言葉です。ただ注目すべき点
は、ある目的を持った「集まり」だった
ことです。そして主イエスはここに全く
「新しい意味」を与えるのです。 

【2】「建てます」 
「わたしの教会」は、キリストを信

じ、罪を悔い改め、罪が赦される人々に
よって「建てられ」ます。▶︎Ⅰペテロ2章
4,5節 
それはペンテコステの時、すなわち、

約束の聖霊が弟子たちの上に降り、弟子
たちがキリストの十字架と復活－永遠の
救いのメッセージをしっかり告げ知らせ
た時、主イエスを信じ救われる人々が起
こされ、その真の姿を現しました。 

【3】「よみの門もそれに打ち勝つこと
はできません」 
「救われる人々」の集まり－「わたし

の教会」は、世代が交代し、時代が移っ

ても、消えてなくなることはありませ
ん。主イエスの再臨の時－主の日に、そ
の救いを完成されます。 
神は「天の御国の鍵」を「わたしの教

会」に託されています。 
一人一人の信仰の証し－バプテスマ-洗礼
を受け、主の聖餐の恵みに与ること－を
大切にし続けることです。 
この自覚の中から、真に「主への感謝と
喜びの奉仕」「宣教の力」が生まれま
す。▷使徒2:46,47 

【勧め】　 
・「神様からの贈り物」～K千鶴子さん～ 
教会堂奉献34年という記念すべき日、

緑園都市の丘の上から、十字架にかかり
復活された主イエスが私たち、あなたを
呼んでおられます。 
「来なさい。さあ、立ち上がりなさ

い。そして行きなさい。」 
「十字架のことば・復活のキリスト」

をしっかり次の世代、次の時代の人々に
告げ知らせていこうではありませんか！ 
 
（祈り）

By 原田憲夫　


